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■開発背景 
世の中には PoleMaster という素晴らしい極軸合わせのためのカメラがあります。しかし実際使ってみると視野をくるくる回転させたり画⾯上の星をクリックしたりとかなり⾯倒で
時間がかかります。 
これは PoleMaster が現在時刻や現在位置が分からなくても北極星の周りの星の位置から時⾓計算しているためです。 
極軸望遠鏡の時⾓⽬盛を回してあわせるのと同じです。 
裏を返せば現在時刻と現在位置が分かっていればこの作業は必要ないわけです。 
今回開発したソフトは時⾓計算を PC の時計と登録済みの位置情報を元に⾃動計算します。 
画⾯上に北極星が写ればすでに正しい北極星の位置がマークされているのでそこに⼊るように⾚道儀の⽅位と⾼度を調整するだけです。 
 
■このソフトが必要な⼈・必要でない⼈ 
まず Windows PC がないとソフト動かせません。対応 OS は Windows7, 8, 8.1, 10 だけ。 
このソフトは PC を使って天体写真を撮る⼈向けです。 
眼視される⽅は全く使う意味がありません。 
 
■現時点で思うこと(⽋点など) 
このソフトを使うにはカメラとレンズ、それに⾚道儀の⾚緯軸に取り付けるためのアダプタが必要です。 
使えるカメラは ZWO 社の CMOS カメラだけです。他メーカのカメラはコネクタが背⾯にあって⾚道儀に取り付けられなかったり、メーカが SDK(開発ツール)を出していなかった
りするためです。 
レンズは焦点距離 25mm の C マウントレンズです。焦点距離を⻑くすれば分解能が上がりますが視野が狭くなります。25mm での論理分解能は 30"です。 
⾚道儀のアダプタは PoleMaster のものを流⽤できます。 
ソフトは無償で使っていただいてかまいませんがカメラ、レンズ、アダプタ含めると PoleMaster(\34,500)と⾦額差がありません。 
カメラが\26,000 もするためです。安いカメラが⾒つかれば良いのですが。 
  



 
  



  

カメラの視野は約 11°×8°あります。 

※f25mm レンズ使⽤時 

良く出かける場所を最⼤ 10 個まで登録できます。 

登録しておけばクリックするだけで現在位置が設定されます。 

現在位置の経度(東経)と緯度(北緯)を設定します。 

スマートフォンなどのアプリを使えば簡単に分かります。 

※極軸あわせには経度しか使いません。 

 



 
  

Zoom(x2)するとカメラの視野は約 5.5°×4°になります。 

カメラに写っている⼀番明るい星を Poleris(北極星)として

認識します。認識されていれば緑の丸で囲まれます。 

ここが天の北極です。 

カメラの中⼼と⾚道儀の⾚経軸がずれていると正しい中⼼が求められませ

んが、このソフトは偏⼼を補正する機能があります。 



  

⾚い丸が現在位置・現在時刻の正しい北極星の位置です。 

この丸に北極星が⼊るように⾚道儀の⽅位と⾼度を調整します。 

2060 年までの北極星の歳差データを元に計算しています。 

死ぬまで使えます。たぶん.... 

ガイドフレームは北極星の位置を中⼼に表⽰します。実際の北極

星の緑の丸と正しい北極星の位置の⾚い丸を重ねれば極軸あわ

せ完了です。 

この数値は距離⾓を表しています。ぴったり合えば 0 になります。 



 


